＜エーサー＞

沖縄本島の祖先の霊をなぐさめる盆踊り。囃子（はやし）として「エーサー・エーサー」とはやしたてながら踊ることから名が付く。本島では中部地方が最も盛んで北部がそれに続く。沖縄市で、旧盆明けの第１日曜日に行われる全島エーサー祭りは、昭和31年の市政施行を記念して始められ多くの観光客を集める。本来は、三味線弾きやバーランクー(小太鼓)打ちを円で囲むような円陣舞踊であった。現在は、縦横無尽の隊形となっている。華美な衣裳や技を競うイベント的要素も高まりコンクールまで行われている。人力ではどうにもならないことを神に祈り、その加護（かご）のもとに村の繁栄と平和の生活を祈願したもので、神の出現や願いことのかなえられた喜びから自然発生的に踊りだしたものである。
